
第一章都市化の進展と神戸の自然

協力、ら5[tこノ、ゲ111の六甲（iJJJi食中期）

i§J'~一部 よみがえった六ipの緑

第二節都市域の拡大と自然の変化



第
一
節

よ
み
が
え
っ
た
六
甲
の
緑

1 

明
治
初
期
の
六
甲
山
地

撃
の
は
じ

め
に

神
戸
市
は
大
都
市
に
は
珍
し
く
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
主
し
い
都
市
で
あ
る
。

緑
の
六
甲
山
地
を
背
に
し
、
前
に
広
が
る
大
阪
湾
に
沿
っ
て
市
街
地
が
束
尚
に
長
く
延
び
る
。

同
一
弘
や
北
区
の

出
鴎
地
帯
に
進
出
会
｝
始
め
た
住
宅
や
工
業
団
地
は
、
点
か
ら
部
へ
の
景
観
を
急
速
に
つ
く
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
均
域
に
は
ま

だ
、
自
然
が
設
か
に
残
っ
て
い
る
。

山
が
あ
り
、
平
野
も
海
も
あ
る
多
彩
な
構
成
の
神
戸
の
自
然
は
、
ど
の
よ
う
な
過
ね
を
経
て
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
「
歴
史
編

自
然
し
で
は
、
神
戸
の
自
然
に
つ
い
て
、
生
物
、
地
形
・
地
質
、
自
然
史
、
気
候
・
水
・
大
気
の
順
に

記
述
し
て
い
る
。

こ
の
章
で
は
、
神
戸
に
市
制
が
敷
か
れ
た
明
治
三
十
三

（
…
八
八
九
）
前
後
の
神
戸
の
山
然
の
様
子
を
向
元
し
、

そ
の
後
一

佐
紀
に
わ
た
る
神
戸
市
域
の
拡
大
の
下
に
変
容
を
続
け
て
き
た
神
戸
の
郎
市
的
自
然
に
つ
い
て
述
べ
る
。

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
、

神
戸
開
港
当
時
の
神
戸
の
人
口
は
約
・
4

万
数
千
人
と
抗
定
さ
れ
て
い
る
が
、

市
制
施
行
の
明
治
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t土

三
万
人
に
の
ぼ
り
、
わ
ず
か
ニ

O
年
の
間
に
約
六
倍
に
述
す
る
人
口
増

加
を
一
市
し
、
兵
常
と
も
い
え
る
人
口
集
中
が
起
こ
っ
た
。

よみがえった六市の総第一節

明
治
初
期
の
人

神
戸
市
の
都
市
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
人
口
動
態
の
阪
か
ら
み
る
と
、

門川ハ
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問
問
内
国
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日
明
加
現
象
は
そ
の
後
も
統

き
、
第
二
次
沿
い
界
大
戦
の
激

減
則
を
の
ぞ
い
て
、

昭
和
五

十
年
代
ま
で
続
く
が
、
最
近

神戸市人口の推移

の

0
年
間
は
漸
増
傾
向
に

協
ち
若
い
て
い
る
。

rif:1 
和
ノ＼

十
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば

…
問
。
万
人
を
超
え
、
市
域

｜京I1 

の
紘
大
が
あ
っ
た
も
の
の
神

一
戸
市
発
足
以
来
一

0
0年
間

で
約
一

O
倍
を
記
録
す
る
人

日
明
加
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な
急
速
な
都
市

化
の
進
行
は
、
都
市
環
境
と
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し
て
の
神
戸
の
自
然
に
も
当
然
強
い
影
響
を
あ
た
え
て
き
た
。
港
湾
胞
設
を
は
じ
め
、
住
宅
地
、

工
業
加
地
の
造
成
に
よ
る
地

形
の
変
化
、
乱
戊
や
山
火
事
に
起
因
す
る
土
砂
災
害
の
発
生
、
土
壌
の
変
質
に
対
応
す
る
帰
化
繊
物
の
繁
殖
と
分
布
、
市
街
地

の
温
暖
化
（
ヒ
i
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
）
な
ど
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
市
民
が
毎
日
接
し
て
い
る
身
近
な
FM然
の
た
た
ず
ま
い
に
も
、
そ
の

背
後
に
は
神
戸
市
の
発
展
に
伴
っ
て
質
的
変
化
を
と
げ
て
き
た
変
選
史
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
章
に
は
、
明
治
初
期
の
荒
廃
し
た
ハ
ゲ
山
の
六
叩
か
ら
緑
の
山
へ
と
六
叩
山
地
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
砂
防
総
林
史
、
市

街
地
に
お
け
る
土
地
利
用
の
変
遷
と
帰
化
傾
物
と
の
関
連
、
港
湾
機
能
の
拡
大
と
海
岸
生
物
相
の
変
化
、
大
気
汚
染
と
着
生
他

物
の
摺
減
な
ど
都
市
と
と
も
に
生
き
て
き
た
都
市
’
M
然
の
変
遷
を
示
す
具
体
例
を
挙
げ
る
。

荒
廃
し
た
六

甲
の
記
録

明
治
初
期
の
六
甲
山
地
は
、
現
在
の
よ
う
に
全
山
が
線
に
お
お
わ
れ
た
状
態
か
ら
は
怨
像
も
で
き
な
い
ハ
ゲ

山
が
多
い
、
貧
弱
な
楠
生
の
山
で
あ
っ
た
。
当
時
の
六
甲
山
地
の
総
生
を
示
す
正
確
な
記
録
は
少
な
い
が
、

純
物
学
者
牧
野
富
太
郎
の
問
想
を
は
じ
め
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
い
く
つ
か
の
貴
重
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
四
年
（
一
八
八
二
四
月
、
純
物
学
の
研
究
を
志
し
て
、
郷
盟
の
高
知
を
出
発
し
、
東
京
に
向
か
う
牧
野
富
太
郎
は
蒸

気
船
で
神
戸
港
に
入
港
し
た
。
次
の
文
は
船
上
か
ら
六
中
山
を
見
た
印
象
で
あ
る
が
、
当
時
の
六
甲
山
地
の
植
生
の
状
態
を
的

礁
に
描
写
し
て
い
る
。

私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
蒸
気
船
と
い
う
も
の
に
乗
っ
た
。
（
中
略
）

高
知
か
ら
蒸
気
船
に
乗
っ
て
海
路
神
戸
へ
向
か
っ
た
。

ま
げ

私
は
瀬
戸
内
瀧
の
海
上
か
ら
六
叩
山
の
禿
山
を
見
て
び
っ
く
り
し
た
。

は
じ
め
は
雪
が
積
も
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
。

土
佐
の
山
に
禿
山
な
ど
は
一
つ
も
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
令
牧
野
寂
太
郎
選
集

ム
ハ
閉
山
の
荒
廃
し
た
状
態
に
驚
嘆
し
た
の
は
、
牧
野
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
十
六
年
、
政
府
か
ら
派
泣
さ
れ
、
兵
庫
県
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ま
き

を
規
察
し
た
地
方
巡
察
使
模
村
正
直
は
、
ム
ハ
叩
山
地
か
ら
土
砂
が
流
出
し
山
は
骨
と
皮
だ
け
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
問
符
と
皮
も

崩
れ
つ
つ
あ
る
、
と
報
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
淡
川
な
ど
に
河
川
の
氾
濫
の
お
そ
れ
や
土
砂
が
河
口
や
神
戸
港
を
組
め
る
可
能

性
を
あ
げ
、
そ
の
対
筑
と
し
て
砂
防
総
林
を
施
す
べ
き
だ
、
と
述
べ
て
い
る
（
昆
〈
涼
県
管
内
巡
察
記
』
）
。

ま
た
、
後
述
す
る
生
問
川
上
流
で
本
格
的
に
砂
防
総
林
が
施
工
さ
れ
た
明
治
三
十
五
年
十
一
月
、
そ
の
着
工
式
に
出
席
し
た

ゅ
う
し
ん

神
戸
叉
新
日
報
の
記
者
が
、
次
の
よ
う
に
当
時
の
模
様
、
を
伝
え
て
い
る
。

い

わ

ゆ

る

ふ

た

た

び

更
に
進
ん
で
所
謂
中
一
虫
（
山
）
に
到
れ
ば
、
山
の
状
況
真
に
ゆ
火
、
心
す
べ
き
も
の
あ
り
。
再
度
山
の
後
方
一
慌
の
述
山
は
全

あ

ら

わ

て

い

さ

な

・

か

ら

一
草
一
木
の
見
る
べ
き
も
の
な
く
、
岩
石
品
目
を
露
し
て
諸
処
に
黒
色
合
｝
点
搬
す
る
あ
る
の
み
、
宛
然
一

一
陶
赤
砂
に
し
て
、

支店

小
沙
漠
な
り
き
。
沙
漠
は
外
国
に
あ
り
と
開
け
る
に
神
戸
市
の
直
ぐ
後
方
に
之
を
見
ん
と
は
思
ひ
も
寄
ら
ざ
り
し
な
り
。

し

や

こ

秦
の
始
皇
怒
っ
て
某
山
を
箱
（
裸
）
に
せ
し
と
あ
る
が
、
同
だ
は

の
権
威
に
非
ず
し
て
、
氷
速
の
長
計
な
き
市
民
と
当
局

ー
引
が
、
自
ら
そ
の
山
を
絡
に
せ
る
な
り
。
濫
伐
の
弊
怖
る
べ
き
か
な
（
明
治
一
一
一
十
五
年
十
一
月
十
六
日
付
『
神
戸
又
新
日
報
』
）
0

よみがえった六甲の線

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時
の
ふ
ハ
中
山
地
に
は
織
物
が
ん
ふ
く
生
え
て
い
な
い
岩
石
砂
漠
の
よ
う
な
荒
廃

し
た
状
態
の
他
所
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

六
甲
山
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
こ
の
よ
う
な
荒
れ
た
山
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
説
は
あ
る
も
の

い
り
あ
い

の
、
そ
の
絞
拠
が
明
確
で
は
な
い
の
で
、
本
編
を
執
築
す
る
に
さ
い
し
て
、
明
治
以
前
の
入
会
林
、
組
税
、
災
害
な
ど
の
記
録

を
あ
た
っ
て
み
た
。

第一節

六
叩
山
地
の
荒
廃
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
に
か
な
り
進
ん
で
い
た
。
残
存
し
て
い
る
古
文
書
、
文
献
な
ど
に

江
戸
時
代
の

穴
原
の
荒
廃

六
O
八
）
の
住
古
川
の
洪
水
を
は
じ
め
と
し
て
、

江
戸
時
代
に
は
神
戸
市
域
で
問
。

よ
る
と
慶
長
十
一
一
一
年
（
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数
回
の
洪
水
、
堤
切
れ
、
水
や
砂
の
出
納
へ
の
流
入
な
ど
の
水
容
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
大
半
が
災
害

の
簡
単
な
お
述
に
と
ど
ま
り
、
災
需
の
規
校
や
実
情
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
書
き
と
め
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
次

に
紹
介
す
る
天
明
八
年
（
一
七
八
人
）
の
魚
崎
村
か
ら
幕
府
の
巡
見
使
に
拠
出
さ
れ
た
、

住
吉
川
の
修
復
に
関
す
る
歎
願
書
は
、

住
吉
川
の
市
酷
の
総
子
や
堤
防
決
壊
の
模
様
、
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
魚
崎
村
は
住
吉
川
の
下
流

に
あ
り
、
防
災
工
事
な
ど
の
責
任
を
も
っ
て
い
た
。
歎
願
書
は
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

住
古
川
は
魚
崎
村
よ
り
地
床
（
河
床
）
が
格
別
に
高
い
。

」
の
川
は
大
川
で
あ
り
六
中
山
の
谷
々
か
ら
流
れ
出
て
い
る
の
で
、

水
勢
が
至
っ
て
強
く
、
降
雨
の
際
に
は
村
の
者
が
早
速
か
け
つ
け
土
俵
や
松
木
に
よ
っ
て
洪
水
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。
近
年
、
土
砂
が
お
び
た
だ
し
く
流
出
し
、
川
床
が
p

目
然
に
向
く
な
っ
た
た
め
、
増
水
に
よ
っ
て
数
度
の
川
切
れ

が
あ
っ
て
問
地
へ
土
砂
が
入
り
、
印
仰
に
被
害
が
あ
っ
た
（
「
松
尾
仁
兵
衛
家
文
勢
L

）。

こ
の
文
笥
に
記
さ
れ
て
い
る
住
吉
川
の
よ
う
に
、
六
甲
山
麓
の
住
民
は
川
が
荒
れ
る
た
び
に
堤
紡
を
閉
め
て
防
災
に
力
を
注

い
で
き
た
。
そ
の
た
め
小
規
模
の
出
水
で
は
腿
防
は
切
れ
ぬ
も
の
の
、
上
流
か
ら
の
土
砂
は
淀
防
内
の
河
原
に
堆
積
し
、

し
だ

い
に
川
床
が
向
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
川
に
沿
う
土
地
よ
り
も
高
い
位
院
を
水
が
流
れ
る
天
井
川
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
大
規

際
な
出
水
の
と
き
、
堤
防
は
切
れ
、
水
は
一
気
に
流
出
し
、
村
内
は
一
部
の
水
浸
し
の
状
態
に
な
る
。
そ
し
て
溢
れ
出
て
き
た

水
は
、
川
床
の
高
い
一
万
の
川
に
は
戻
れ
ず
、
蒸
発
に
よ
る
減
水
を
長
期
に
わ
た
っ
て
待
た
ざ
る
を
得
な
い
状
態
が
水
容
の
た
び

に
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
洪
水
の
状
況
は
、
山
麓
の
一
扇
状
地
か
ら
平
野
郎
に
か
け
て
形
成
さ
れ
る
自
然
堤
防
の
周
辺
に
特
徴
的
に
発
生
す

る
水
害
の
定
型
的
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
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住
吉
川
の
度
重
な
る
水
山
中
山
の
涼
悶
は
、
後
背
地
の
六
甲
山
の
荒
廃
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
様
子
が
わ
か
る

か
ら
と

文
書
は
少
な
い
。
さ
い
わ
い
、
六
甲
山
の
山
頭
付
近
一
帯
を
所
有
し
て
い
た
腐
植
村
（
北
区
有
野
町
農
櫛
）
が
宝
腐
十
二
年
（

六
二
）
に
幕
府
に
提
出
し
た
文
書
の
写
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、

tX腐
十
二
年
ご
ろ
の
六
甲
山
は
…
帯
ハ
ゲ
山

で
所
々
に
芝
草
、
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、

。。

の
生
え
て
い
る
部
分
の
商
較
は
唐
様
村
の
所
有
地
約
一

0
0
0町
歩
の
う
ち

ど
め

ま
た
土
砂
砲
の
工
事
を
要
す
る
場
所
が
一
九

O
カ
所
ほ
ど
あ
り
、
近

町
歩
（
約
一

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。

在
で
も
例
の
な
い
嫌
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
す
で
に
六
甲
山
は
食
弱
な
植
生
で
か
な
り
荒
廃
し
た
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

砂
防
緩
林

の
開
開
始

山
に
雪
、
が
降
っ
た
の
か
と
、
牧
野
寓
太
郎
を
驚
か
せ
た
ハ
ゲ
山
の
六
甲
に
、
模
村
正
痕
が
警
告
し
て
い
た
水
害

が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
明
治
ニ
十
五
年
に
発
生
し
、
円
以
（
廊
県
下
に
広
い
範
閤
に
わ
た
っ
て
被
害
を
あ
た
え
た
ο

六
甲
山
地
で
は
東
六
甲
に
土
砂
災
害
を
起
こ
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
兵
庫
県
は
明
治
ニ
十
八
年
、
山
地
の
荒
廃
に
よ
っ
て
生

よみがえった六甲の緑

ず
る
土
砂
災
市
首
を
予
防
す
る
た
め
、
水
源
山
地
の
航
林
、
崩
れ
た
斜
面
の
改
修
、
流
出
す
る
土
砂
を
止
め
る
ダ
ム
建
設
な
ど
の

ら

ち

さ

か

せ

防
災
工
事
に
若
手
し
た
。
六
甲
山
地
で
は
も
っ
と
も
裸
地
化
の
進
ん
で
い
た
京
六
甲
の
逆
瀬
川
上
流
で
施
工
さ
れ
た
。

現
ニ
十
九
年
、
神
戸
市
は
六
甲
山
地
か
ら
の
大
規
模
な
土
砂
流
に
よ
る
水
容
を
受
け
、
演
川
が
決
壊
し
、
死
者
間
四
名
、
流

失
・
倒
壊
家
屋
…
六

O
戸
の
被
容
を
こ
う
む
っ
た
。

明
治
二
十
九
年
に
河
川
法
、
翌
一
一
一
十
年
に
砂
防
法
、
森
林
法
が
定
め
ら
れ
、
荒
廃
す
る
国
土
の
保
全
に
対
す
る
基
本
的
な
考

え
が
総
立
さ
れ
た
。
砂
防
法
の
指
定
を
受
け
た
地
域
で
は
、
開
墾
や
伐
採
、

の
採
掘
な
ど
は
禁
止
、
ま
た
は
制
限
さ
れ
、

第一節

知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で
、
神
戸
市
は
都
市
行
政
の
部
か
ら
水
源
池
悌
林
の
施
工
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
開
港
後
、

，七

自然・言寺市i震災総I7 



1903年に施工された生問川中流の砂防植林

緑におおわれた施工地（1988年〉写真 3

よ
う
に
発
生
す
る
コ
レ
ラ
、

述
に
人
口
が
流
入
し
て
、
市
街
地
が
無
秩
序
に
拡
大
し
て
い
き
、
上
水
道
も
下
水
道
も
敷
設
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
、
毎
年
の

写JI2 

チ
フ
ス
、
赤
痢
な
ど
の
消
化
球
系
伝
染
病
の
対
策
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
神

戸
市
は
上
水
道
を
敷
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
明
治
三
十
年
、
布
引
貯
水
池
の
建
設
に
若
手
し
、
一
一
一

に
完
成
さ
せ
た
。

8 都市化の進展とや11戸の自然第一主主



よみがえった六甲の緑第｝節

明治期の植林一覧表（神戸市港部局， 1943)表 1

数

ヒノキ，スギ，ハゲシパリなど I 130, 300 
ヒノキ，スギ，マツ I 302, 900 
ヒノキ，マツ I 96, goo 
ヒノキ，スギ，マツなど I 732,830 
マツ，カシ，フウなど ［民間
アカマツ， クロマツ，ヒノキなど I290, soo 
アカマツ， クス，クヌギなど I 431, 765 
マツ I 28, soo 
マツ， ヒノキ，スギ，カシ I 198,zso 
7 ツ， ヒノキ，スギ，カシ I 190, 020 
アカマツ， ヒノキ I 67, 550 
マツ， ヒノキ，スギ I 222, 300 
クリ I 5, soo 
マツ， ヒノキ I 29, 160 
マツ， クス， クヌギ I 40, o5o 
マツ， ヒノキ I 40, 300 
マツ，ヒノキ ¥ 29,800 

マツ， ヒノキ I 28, 580 
bノキ，マツ I 39,ooo 
マツ， ヒノキ I 24, 100 
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24,069 クス7.9 烏原（水源林）

ダ
ム
の
高
さ
一
二
三
・
三
メ
ー
ト
ル
、

堤
の
一
同
択
さ
一
一
一

0
・
コ
一
メ
ー
ト
ル

の
規
模
で
わ
が
閤
最
初
の
都
市
舟

水
を
目
的
と
し
た
章
一
力
式
ダ
ム
で

あ
り
、
こ
の
完
成
に
よ
っ
て
市
民

E百畿の単位は町。

は
初
め
て
安
心
し
て
飲
め
る
飲
料

水
の
供
給
を
受
け
、
伝
染
病
の
発

生
も
激
減
し
た
。

布
引
貯
水
ダ
ム
の
設
計
の
際
、

ダ
ム
の
上
流
に
あ
っ
て
保
水
林
の

役
割
を
果
た
す
山
に
樹
木
が
少
な

の砂く
水手際昔 、
無－~の市
JI I下ケ
のを原
状水宏
態がは
で流じ
あれめ
りる、

伏 Jll
水流筋
源水は

〈注〉中－!11山ははl在1村上谷よ。

の
育
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
指

擁
さ
れ
た
。

明
治
三
十
二
年
、
神
戸
市
の
依

自然・君事司王言隆史綴I9 



師
以
を
受
け
た
東
京
農
科
大
学
の
本
多
静
六
は
、
生
田
川
流
域
の
調
査
を
行
い
、
ダ
ム
貯
水
の
た
め
の
水
源
林
の
育
成
だ
け
で
な

く
、
土
砂
災
害
な
ど
の
水
害
か
ら
市
街
地
を
守
る
た
め
に
、
早
急
に
砂
防
工
事
と
砂
防
植
林
の
治
山
治
水
対
策
を
行
う
べ
き
で

あ
る
と
報
告
し
た
。

こ
の
報
告
に
も
と
、
、
つ
い
て
神
戸
市
は
県
に
砂
防
工
事
を
申
請
し
、
明
治
三
十
五
年
生
田
川
と
湊
川
流
域
に
一
一
万
八
八

0
0

円
余
の
予
算
で
山
地
砂
防
工
事
に
着
手
し
た
。
こ
の
砂
防
工
事
が
神
戸
市
に
お
け
る
砂
防
植
林
の
始
ま
り
で
あ
り
、
現
在
の
六

甲
山
の
緑
の
回
復
に
つ
な
が
る
記
念
す
べ
き
植
林
で
あ
る
。

ま
た
、
明
治
一
一
一
十
五
年
に
は
生
田
川
中
流
域
の
ね

（
一
九
O
一
一
一
）
か
ら
四
十

翠
山
に
試
験
的
に
楠
林
を
行
い
、
翠

一
年
ま
で
市
常
事
業
と
し
て
本
格
的
な
砂
防
槌
林
を
継
続
し
て
施
工
し
、
約
四
ヌ

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
植
林
施
工
を
完
了

し
た
。
こ
の
と
き
の
作
業
状
況
を
示
ア
記
録
写
真
（
写
真
2
）
と
、
描
林
区
域
・
櫛
付
樹
穏
な
ど
植
林
一
覧
表
（
表
l
）
を
掲
載
す

る
が
、

ハ
ゲ
山
に
緑
を
よ
み
、
が
え
ら
せ
た
環
境
保
全
の
成
功
例
と
し
て
中
学
校
の
教
科
書
な
ど
に
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
は
、
こ
の
と
き
の
記
録
写
真
で
あ
る
。

さ
ら
に
中
一
里
山
に
対
し
て
は
明
治
コ
一
十
六
年
か
ら
大
正
六
年
ま
で
、
兵
庫
県
が
砂
防
総
林
事
業
を
行
っ
た
。
こ
の
削
除
、
市

に
よ
る
砂
防
植
林
が
完
了
し
た
後
の
大
正
後
半
か
ら
昭
和
初
期
の
聞
は
、
山
火
事
跡
や
斜
面
崩
壊
跡
の
補
楠
抑
制
度
の
状
態
で
推

移
し
、
昭
和
十

の
大
水
容
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

IO 損害－lfi: 都市化の進展と神戸の，~，然



2 

昭
和
十
三
年
水
害
と
緑
の
回
復

土
砂
災
害

の
要
因

神
戸
の
中
心
市
街
地
は
、
六
甲
山
地
と
大
阪
湾
と
の
聞
に
細
長
く
広
が
る
幅
一
一
J
四
キ
ロ
メ
！
ト
ル
の
平
地
上

に
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
辺
l

地
は
詳
し
く
み
れ
ば
、
ム
ハ
閉
山
地
か
ら
流
れ
出
る
川
が
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
規
模
の

出
水
の
た
び
に
、
山
地
か
ら
運
ん
で
き
た
土
砂
を
川
の
出
口
か
ら
校
き
出
す
形
で
堆
積
し
て
で
き
た
扇
状
地
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。坂
の
多
い
神
戸
の
町
を
南
北
に
歩
け
ば
、

か
つ
て
土
砂
が
流
れ
て
き
た
溺
状
地
の
一
周
頂
か
ら
一
一
端
の
向
き
に
一
周
状
地
を
歩
き
、

町
か
ら
町
へ
東
西
に
歩
け
ば
、
一
扇
状
地
の
高
ま
り
で
あ
る
天
井
川
を
越
え
る
こ
と
に
な
る
。
自
然
の
営
み
か
ら
み
れ
ば
、
六
甲

山
地
は
浸
食
の
場
に
位
誼
し
、
神
戸
の
市
街
地
は
そ
れ
を
受
け
る
堆
積
の
場
に
立
地
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

よみがえった六甲の緑

災
害
の
記
録
が
確
か
な
も
の
に
な
る
明
治
以
降
を
み
て
も
、
明
治
二
十
九
年
、
昭
和
十
三
年
、
昭
和
四
十

の
よ
う
に
、

か
な
り
な
規
模
の
土
砂
災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
間
間
稿
と
規
模
は
、
梅
荊
期
に
発
生
す
る
土
砂
災
害
の
多
い

地
域
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
神
戸
市
も
そ
の

つ
に
か
ぞ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
土

砂
災
害
、
が
神
戸
に
多
く
発
生
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

降
雨
に
よ
る
斜
間
崩
壊
や
土
石
流
の
直
接
原
図
は
、
梅
雨
期
の
異
常
豪
雨
で
あ
る
が
、
神
戸
市
の
場
合
、
六
甲
山
地
の
も
つ

ぴ
ょ
う
ぶ

地
形
・
地
質
的
特
性
も
災
害
発
生
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
神
戸
の
市
荷
地
の
背
後
に
、
弊
風
の
よ
う
に
そ
び

舟

RUF
第

つ
六
甲

山
地
の
山
肌
は
、
現
在
は
緑
の
木
立
に
お
お
わ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
牧
野
富
太
郎
が
驚
嘆
し
た
よ
う
に
白
っ
ぽ
い
花
こ
う

自主主・王寺市歴史編1II 



岩
が
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
r

ド
以
話
出
し
て
い
た
。
そ
の
表
面
は
風
化
さ
れ
て
粗
い
砂
粒
（
マ
サ
）
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ま

た
見
か
け
は
堅
硬
に
見
え
る
岩
塊
も
、
六
甲
造
山
運
動
に
伴
っ
た
活
断
層
に
よ
っ
て
、
ブ
ロ

γ
ク
化
が
進
み
、
地
表
下
数
百
メ

ー
ト
ル
に
も
達
す
る
深
閉
風
化
、
が
及
ん
で
い
る
。

上
昇
気
流
の
生
じ
や
す
い
急
斜
面
の
山
地
と
、
そ
れ
を
つ
く
る
風
化
の
進
ん
だ
花
こ
う
岩
山
地
と
、
そ
の
山
麓
の
一
扇
状
地
上

に
位
置
す
る
神
戸
市
街
地
と
い
う
よ
う
に
み
る
と
、
こ
の
地
域
の
土
砂
災
害
の
条
件
は
そ
ろ
っ
て
い
る
。

こ
の
節
で
は
、
明
治
以
降
の
急
速
な
都
市
化
に
伴
っ
て
起
こ
っ
た
災
害
環
境
史
的
視
点
か
ら
、
六
甲
山
の
荒
廃
に
よ
っ
て
失

わ
れ
た
総
生
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
回
復
さ
せ
た
か
を
述
べ
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
未
曽
有
の
土
砂
災
害
と
な
っ
た
昭
和

十
三
年
水
容
に
つ
い
て
、
そ
の
大
要
を
述
べ
、
そ
の
後
の
緑
の
回
復
の
状
況
を
紹
介
す
る
。

昭
和
十

年
水
害

昭
和
十
一
一
一
年
七
月
一
一
一
J
五
日
、
台
風
に
刺
激
さ
れ
た
梅
雨
前
線
に
よ
る
降
雨
は
、
神
戸
市
に
集
中
豪
雨
を
も
た

ら
し
た
。
三
日
間
の
雨
量
一
は
市
内
で
四
六
一
・
八
ミ
ワ
メ
ー
ト
ル
、
六
甲
山
上
で
は
六
一
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
記
録
的
な
豪
雨
と
な
っ
た
。

神
戸
市
内
の
す
べ
て
の
河
川
は
氾
濫
し
、
流
水
や
岩
塊
を
ま
じ
え
た
土
石
流
は
、
市
中
に
流
れ
込
み
、

一
O
O万
人
の
住
む

市
街
地
は
一
気
に
泥
の
臨
と
化
し
た
。
死
者
・
行
方
不
明
五

入
、
流
失
家
屋
一
七
八
六
戸
、
全
壊
家
屋
三
九

O
五
戸
（
『
昭

和
十
三
年
兵
庫
県
水
害
誌
』
）
に
達
す
る
大
災
害
と
な
っ
た
。

こ
の
被
害
を
面
的
に
み
る
と
市
の
面
積
の
一
一
六
・
四
戸
が
影
響
を
受
け
、
居
住
地
、
農
地
な
ど
の
平
地
部
で
は
五
九
・
一
一
一
M
m

が
被
害
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
流
入
土
砂
に
よ
る
被
害
で
あ
る
が
、
市
街
地
に
流
入
し
た
土
砂
最
は
二

O
O万

メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
家
屋
の
流
失
、
全
壊
、
半
壊
、
浸
水
の
被
害
は
全
戸
数
ニ

O
万
九

12 第一主主都市化の進民と神戸の自然



一
O
戸
の
う
ち
七
二
%
に
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
。

明
治
以
来
、
憂
慮
さ
れ
て
い
た
六
甲
山
地
の
荒
廃
に
よ
る
土
砂
災
害
の
発
生
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
土
砂
災
答
の
直
接
原
因
は
異
常
豪
雨
に
あ
る
が
、
前
述
の
地
形
、
地
質
条
件
が
被
申
請
の
域
大
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

げ
き
じ
ん

さ
ら
に
急
速
な
人
口
集
中
が
、
従
来
は
水
害
の
激
甚
地
と
な
る
た
め

よみがえった六甲の緑第一節

語
住
地
と
し
て
避
け
ら
れ
て
き
た
川
の
出
口
の
高
台
（
溺
状
地
の
溺
頂
）

や
川
沿
い
の
高
ま
り
（
天
井
川
の
自
然
段
防
）
、

山
麓
の
斜
聞
な
ど
、
災

者~賀JIIに流出した大盆の務石

空
間
多
発
地
点
に
ま
で
住
宅
が
進
出
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
い
。

に
よ
る
六
甲
山
地
の
裸
地
化
は
、

昭
和
十
一
一

い
た
る
と
こ

ろ
に
生
じ
た
斜
面
崩
壊
に
よ
り

時
的
に
増
大
し
た
。
こ
の
復
旧
は

神
戸
市
を
は
じ
め
、
兵
庫
県
、
建
設
省
、
林
野
庁
な
ど
を
中
心
に
進

め
ら
れ
た
が
、
砂
防
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。

六
甲
山
地
復
旧
の
基
本
は
、
こ
の
水
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
裸
地
と
、

写真 4

水
位
一
間
前
の
線
地
に
対
す
る
植
林
に
よ
る
緩
の
間
援
と
、
川
の
浸
食
作

用
を
弱
め
、
土
石
流
な
ど
に
よ
る
土
砂
の
流
下
を
止
め
る
貯
砂
ダ
ム

え
ん
て
い

（
砂
防
堰
府
民
）
施
工
の
二
つ
で
あ
る
。

水
害
後
の

砂
防
植
林

水
害
発
生
後
二
カ
月
を
経
た
九
月
に
、
神
戸
市
な
ど

か
ら
被
害
修
護
の
要
請
を
受
け
て
い
た
内
務
省
は
、

自然・考古歴史綴i工3



六
甲
砂
訪
事
務
所
を
設
け
た
。
六
甲
山
地
の
主
要
河
川
は
す
べ
て
砂
防
指
定
地
に
編
入
さ
れ
、
翌
十
四
年
よ
り
流
出
土
砂
を
防

ぐ
砂
防
ダ
ム
が
国
の
工
事
と
し
て
施
工
さ
れ
た
。
第
ニ
次
世
界
大
戦
中
、

一
時
的
に
中
断
は
あ
っ
た
も
の
の
、
現
在
も
引
き
継

が
れ
、
こ
れ
ま
で
に
兵
隊
県
施
工
分
を
含
め
、
約
六

O
O基
に
の
ぼ
る
砂
防
施
設
を
建
設
し
、
今
な
お
グ
ム
建
設
工
事
は
続
け

ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
崩
壊
し
た
山
腹
斜
面
に
刻
す
る
植
林
は
、
農
林
省
と
兵
路
県
の
工
事
と
し
て
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
開
始
さ
れ
た
。

し
か
し
間
も
な
く
第
二
次
位
界
大
戦
に
突
入
し
、
労
力
、
資
材
の
不
足
で
工
事
は
必
ず
し
も
順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
が
、
戦

後
も
継
続
し
て
行
わ
れ
、
昭
和
田
十
年
代
の
初
め
に
は
、
六
甲
山
地
の
裸
地
に
対
す
る
植
林
は
こ
と
ご
と
く
終
え
た
。

明
治
三
十
五
年
の
生
田
川
水
源
林
の
植
林
開
始
か
ら
数
え
て
、

ほ
ぼ
七

O
年
を
経
て
、
神
戸
市
民
の
生
命
を
守
る
緑
の
筋
立

と
な
る
治
山
治
水
事
業
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
規
模
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
地
球
の
砂
漠
化
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
現
在
、

世
杷
に
わ
た
る
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
ハ
ゲ
山
だ
っ
た
六
甲
山
地
に
緑
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
成
果
は
、
意
義
あ
る
も
の
と
い

え
よ
う
。
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第
二
節

都
市
域
の
拡
大
と
自
然
の
変
化

都
市
化
現
象
と
婦
化
植
物

都
市
的
土
地

利
用
の
変
化

神
戸
市
に
お
け
る
明
治
以
米
の
人
口
流
入
と
そ
れ
に
伴
う
都
市
域
の
拡
大
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
城

下
町
か
ら
発
践
し
て
き
た
多
く
の
都
市
と
違
っ
て
、
港
湾
都
市
と
し
て
出
発
し
、
や
が
て
臨
海
工
業
都
市
の

都市域の拡大と自然の変化

機
能
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
神
戸
市
は
、
他
の
都
市
に
は
み
ら
れ
な
い
都
市
化
、
工
業
化
の
道
を
急
速
に
歩
ん
で
き
た
。

こ
の
節
で
は
、
現
在
も
続
い
て
い
る
都
市
化
現
象
に
よ
っ
て
都
市
の
植
物
稲
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
変
容
し
た
か
を
、

凡
U
L
ι
M
O
ζ

市
民
の
誰
も
が
知
っ
て
い
る
野
草
（
人
恩
植
物
）
の
分
布
か
ら
都
市
化
と
の
関
連
を
み
る
。

神
一
戸
の
市
街
地
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
た
ど
っ
て
発
展
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、

」
こ
で
は
政
府
発
行
（
国
土
地
理
続
）
の

地
形
図
に
も
と
守
つ
い
て
、

メ
ッ
シ
ュ
法
に
よ
る
土
地
利
用
関
を
作
成
し
、
地
形
図
の
発
行
年
次
ご
と
の
土
池
利
用
の
変
化
を
調

べ
、
都
市
化
の
傾
向
を
み
た
。
調
査
は
神
戸
市
の
中
心
市
街
が
含
ま
れ
る
範
囲
と
し
、
東
は
灘
区
の
都
勤
川
よ
り
話
は
須
磨
区

第二節

妙
法
寺
川
ま
で
、
市
街
地
の
幅
は
梅
岸
線
に
ほ
ぼ
平
行
し
て
一
一
一
キ
ロ
メ

i
ト
ル
を
と
っ
た
。
山
地
は
山
麓
線
よ
り
北
へ
約
五

O

0
メ
ー
ト
ル
が
調
査
範
聞
に
入
っ
て
い
る
。

夜然 a考古i夜史書奇ir5 



こ
の
範
間
内
を

辺
二
五

0
メ
ー
ト
ル
の
方
形
区
に
忍
切
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
形
区
を
、
山
地
、
農
耕
地
、
住
居
地
、
貿
易

・
流
通
業
地
、
工
業
地
、
そ
の
他
の
六
分
類
で
判
別
し
た
。
総
方
形
区
数
に
占
め
る
六
分
類
ご
と
の
比
率
を
パ

i
セ
ン
ト
表
示

し
、
そ
の
結
果
を
図
2
に
表
現
し
た
。
明
治
十
八
、
十
九
年
の
仮
製
二
万
分
の

地
形
図
で
調
査
し
た
総
方
形
区
数
は
五

で
あ
る
。
使
用
し
た
地
形
図
は
明
治
十
八
、
十
九
年
測
量
の
仮
製
二
万
分
の
一
の
ほ
か
、
明
治
四
十
三
年
測
量
の
二
万
分
の
一
、
大
正

十
二
年
測
量
の
二
万
五

O
O
O分
の
一
、
昭
和
七
年
測
量
の
二
万
五

0
0
0分
の
一
と
、
昭
和
六
十
年
発
行
の
二
万
五

0
0
0

分
の
一
土
地
利
用
閣
の
五
種
で
あ
る
。

神
戸
で
は
し
ば
し
ば
海
岸
地
先
の
埋
め
立
て
造
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
調
査
年
次
ご
と
に
総
方
形
区
数
は
増
え
、

昭
和
六
十
年
発
行
の
土
地
利
用
簡
で
は

区
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
土
地
利
用
の
相
対
的
変
化
を
み
る
の
が
目
的
で

あ
る
か
ら
、
計
算
の
基
礎
は
パ
ー
セ
ン
ト
表
示
に
よ
っ
た
。

」
れ
ら
の
地
形
図
と
土
地
利
用
図
か
ら
、

一
0
0年
間
に
わ
た
る
都
市
化
の
進
行
を
概
観
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

神
戸
開
港
期
に
は
兵
庫
地
区
と
神
戸
地
区
と
に
一
一
級
分
化
し
て
い
た
市
街
地
は
、
明
治
十
八
年
に
は
卒
く
も
ニ
つ
の
核
が
連

続
し
た
市
街
地
で
結
ば
れ
、
海
岸
に
沿
っ
て
弧
状
に
住
居
地
域
が
分
布
す
る
。
こ
の
当
時
の
土
地
利
用
状
況
は
山
地
一

ラ4

農
耕
地
宏
一

Mm
、
住
居
地
二
ハ
U

問
、
貿
易
・
流
通
業
地
六
U

問
、
工
業
地
一
%
、
そ
の
他
四

μ
で
、
農
耕
地
が
半
分
を
超
え
て
い

る
明
治
四
十
三
年
に
は
市
街
地
は
生
田
川
か
ら
和
田
岬
へ
と
広
が
り
、
山
麓
部
ま
で
居
住
地
域
が
進
出
す
る
。
河
川
の
自
然
堤

防
上
や
そ
の
後
背
湿
地
、
海
岸
低
湿
地
な
ど
の
悪
条
件
を
考
慮
し
な
い
無
差
別
裂
の
都
市
化
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
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第二節都市域の拡大と自然の変化

山地l

その他
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その他
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その他
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区I2 神戸市中心部の土地利用の変遷
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か
で
住
居
地
二
九
ゲ
問
、
貿
易
・
流
通
業
地

μ
は
約
二
倍
に
、
工
業
地
域
は
七

μ
に
約
五
倍
の
膨
張
を
泌
す
。

そ
れ
に
く
ら

ベ
農
耕
地
は
半
分
に
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

J
v
i
M
J

、RJ

大
正
十
二
年
に
な
る
と
、
こ
の
調
査
区
域
内
で
は
農
耕
地
は
わ
ず
か
に
凶
郊
の
妙
法
寺
川
沿
い
と
、
東
部
の
五
毛
、
上
野
に

残
る
程
度
で
、
他
は
市
街
地
と
な
り
、
都
市
化
が
一
気
に
進
行
し
て
い
る
。

元
町
を
小
心
に
港
湾
、
貿
易
、
金
融
関
係

な
ど
か
ら
な
る
都
心
域
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
東
関
両
側
に
工
業
地
域
が
進
出
し
、
そ
れ
ら
の
周
辺
を
問
む
形
で
住
居
地
域
が
広

が
る
。
こ
の
時
期
に
現
従
の
神
戸
市
街
地
の
基
本
構
造
が
で
き
た
と
み
て
よ
い
。
第
一
次
此
界
大
戦
の
好
景
気
に
支
え
ら
れ
、

貿
易
都
市
お
よ
び
工
業
都
市
に
大
き
く
膨
張
し
た
神
戸
市
の
特
徴
、
が
、
土
地
利
用
凶
に
も
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
土
地
利
用
で

は
住
居
地
一
一
一
六
M

問、

工
業
地
一
八
ゲ
戸
、
貿
易
・
流
通
業
地
一
五
Mm
と
い
ず
れ
も
増
加
す
る
が
、
特
に
工
業
地
域
は
約
一
一
一
倍
に
飛

躍
的
に
増
大
す
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
農
耕
地
は
ま
す
ま
す
減
少
し
、
七
%
に
低
下
す
る
。

昭
和
七
年
に
お
け
る
土
地
利
用
は
、
大
正
十
二
年
と
基
本
的
に
は
共
通
し
て
変
ら
な
い
が
、
海
岸
閉
め
立
て
に
よ
る
突
腿
や

岸
壁
な
ど
の
港
湾
関
係
施
設
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
機
能
が
向
上
し
て
い
る
。
土
地
利
用
で
は
住
居
地
が
四
五

μ
と
大
き
く
伸
び
、

」
れ
に
対
し
て
農
耕
地
は

方
形
区
も
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
山
地
も
二
ハ

μ
に
減
少
す
る
。
こ
れ
は
住
居
地
へ
の
転
用
が
関

ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
住
居
地
が
山
地
に
進
出
し
た
こ
と
に
閲
し
て
次
の
点
で
注
間
伐
さ
れ
る
。
従
来
、
神
戸
市
で
は
六
甲
山

地
が
交
通
を
は
じ
め
、
都
市
化
に
と
っ
て
大
き
な
陣
壁
と
な
っ
ー
て
き
た
。
そ
し
て
、
市
街
地
は
や
む
な
く
来
四
方
向
に
発
展
し

て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
山
麓
の
斜
面
取
下
や
一
扇
状
地
形
の
発
達
し
始
め
る
場
所
に
ま
で
住
居
が
進

入
し
て
き
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
所
は
土
砂
災
害
の
頻
発
す
る
神
戸
で
は
危
険
で
住
め
な
い
所
な
の
で
あ
る
。

や
が
て
昭
和
十

年
水
害
で
こ
う
し
た
所
は
直
接
被
申
請
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
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昭
和
六
十
年
の
土
地
利
用
を
昭
和
七
年
と
比
較
す
る
さ
い
に
留
意
す
べ
き
点
は
、
そ
の
経
過
年
数
が
約
五

O
年
で
あ
る
こ
と

と
、
そ
の
関
の
第
二
次
位
界
大
戦
の
空
襲
に
よ
る
市
街
地
の
焼
失
と
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
神
戸
市
の
中
心
街
の
都

市
化
は
大
正
の
後
半
に
そ
の
基
本
組
み
が
で
き
た
と
み
て
、
戦
後
の
復
興
附
加
を
の
ぞ
き
、
昭
和
六
十
年
の
調
査
に
よ
る
土
地
利

府
間
に
も
と
づ
い
て
戦
前
と
戦
後
の
拡
大
別
と
の
比
較
を
行
っ
た
。

こ
の
阿
期
の
比
較
で
は
、
新
た
に
海
上
人
工
島
ポ
l
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
や
東
部
・
四
郎
工
誌
の
閉
め
立
て
に
よ
る
貿
易
・
流
通

業
地
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
学
校
、
公
闘
な
ど
の
そ
の
他
の
土
地
利
用
が
増
加
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
減
少
し
た
の
は
山

地
五

μ
で
、
こ
れ
は
住
居
地
が
山
地
や
谷
あ
い
に
ま
で
進
出
し
て
き
た
現
象
を
表
わ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
一
世
紀
に
わ
た
る
神
戸
市
の
中
心
街
に
お
け
る
都
市
化
の
歩
み
を
レ
ザ
！
チ
ャ
ー
ト
に
山
地
、
農
耕
地
、

住
居
地
、
貿
易
・
流
通
業
地
、
工
業
地
、
そ
の
他
の
顕
に
表
示
し
て
み
る
と
、
そ
の
突
出
部
が
時
計
凶
り
に
転
移
し
、

次
足立

者Br官域の拡大と自然の変化

業
型
か
ら
二
次
、
一
一
一
次
産
業
型
の
港
湾
・
工
業
都
市
へ
と
発
展
し
た
経
過
が
明
ら
か
で
あ
る
。

神
戸
開
港
以
米
、
新
興
都
市
の
神
戸
に
向
か
っ
て
各
地
か
ら
人
々
が
大
抵
に
流
入
し
て
き
た
。
そ
の
た

タ
ン
ポ
ポ
の
分
布

と
都
市
化
現
象

め
、
か
つ
て
の
農
耕
地
は
急
速
に
住
居
地
に
転
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
明
治
初
期
に
お
け
る
神
戸
や
そ
の

周
辺
の
積
物
相
に
関
す
る
記
録
は
な
い
が
、
ウ
シ
ハ
コ
ベ
や
ナ
ズ
ナ
な
ど
の
創
出
品
雑
草
や
、

オ
オ
バ
コ
、

ス
ズ
メ
ノ
カ
夕
、
ヒ
一
フ

な
ど
の
農
道
や
農
家
の
周
り
に
生
え
る
人
恩
納
物
は
、
都
市
化
の
進
行
に
つ
れ
、
し
だ
い
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
に
代
わ
っ
て
人
聞
の
活
動
を
過
し
て
広
が
る
外
悶
生
れ
の
帰
化
純
物
が
分
布
す
る
よ
う
に
な
り
、
般
物
に
も
都
市
化
に

第二節

伴
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
生
じ
た
。
昭
和
六
十

年
か
ら
六
十
一
一
年
に
か
け
て
神
戸
市
立
教
育
研
究
所
で
は
、
市
内
に
生
息

ず
る
山
身
近
な
動
植
物
一
一
一
一
一
一
様
の
分
布
調
査
を
行
っ
た
ο

そ
れ
ら
の
中
に
は
都
市
化
の
影
響
を
受
け
、
都
市
の
’
M
然
の
変
容
の
過

自然・考古歴史編119 



程
を
一
爪
す
指
標
的
な
生
き
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。

な
か
で
も
普
か
ら
の
地
元
の
植
物
で
あ
る
カ
ン

サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
と
、

ヨ

l
ロ
ヅ
パ
原
産
で
ア
メ

リ
カ
を
経
て
日
本
に
侵
入
し
て
き
た
セ
イ
ヨ
ウ

カンサイタンポポの分布（1986～87年〉

タ
ン
ポ
ポ
の
分
布
は
、
神
戸
の
都
市
化
の
進
展

を
よ
く
反
映
し
て
い
る
（
口
絵
2
）。

日
本
在
来
種
の
カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
は
、
市

内
で
は
農
村
的
な
環
境
の
残
っ
て
い
る
北
区
や

西
区
に
分
布
し
て
い
る
が
、
都
市
化
の
進
ん
で

ぎる
な IEI
い市
l*J 

Jf~ tこ
渡IE は
IR 散
の発
保ほ的
久〈に
良ら分
ネlp 布
社し
、て

潤t＼；、
区る
のに

法7パネr11
if!ffil1ス？？［
寺じ内大
内、学

な須の
ど磨法
が区、
！日の経
市制［済
内宮
に公絞
残 Ifill 営
る、学

カ垂部
ン泣くの

サ区キ
イのヤ

タ転Zン

関 3

ン
ポ
ポ
の
主
な
分
布
地
で
あ
る
。

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
旧
市
内
で
は
前
記
の

カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
の
主
な
分
布
地
を
の
ぞ
い

20 都市化の進展と神戸の闘然第一主主



都市域の拡大と自然の変化第二節

て
、
ほ
ぽ
全
域
を
占
拠
し
た
と
み
て
よ
く
、
北

区
で
も
大
規
模
に
造
成
さ
れ
た
鈴
関
台
、
大
池
、

有
野
台
な
ど
の
住
宅
団
地
に
侵
入
し
、
西
症
で

は
西
神
戸
一
ュ
i
タ
ウ
ン
を
は
じ
め
、
名
谷
や
学

セイョウタンポポの分布（1986～87年〉

関
都
市
な
ど
の
大
規
模
造
成
地
に
分
布
す
る
。

そ
し
て
沼
市
内
の
分
布
地
と
こ
れ
ら
の
開
発
地

と
を
つ
な
ぐ
道
路
沿
い
に
分
布
し
な
が
ら
、

ン
ク
リ
l
ト
道
路
を
侵
入
路
に
北
思
や
磁
区
へ

分
布
を
広
げ
て
い
る
。

こ
の
分
布
謂
査
の
基
本
単
位
と
し
た
一
辺
ニ

五
0
メ
ー
ト
ル
の
方
形
区
数
で
両
種
の
分
布
を

比
較
す
る
と
、
カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
は

♂じ。

[}'.(] 4 

O
一弘画、

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は

0
0区

誠
に
認
め
ら
れ
、
神
戸
市
で
は
帰
化
植
物
で
あ

る
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
が
、
在
来
穏
の
カ
ン
サ

イ
タ
ン
ポ
ポ
を
上
回
っ
て
分
布
し
て
い
る
事
実

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
分
布
の
違

自然・考古E査史謀議l
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い
は
な
ぜ
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
は
、
主
に
回
、

五
月
に
開
花
す
る
が
、

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
春
咲
き
の
ほ
か
、
梅
雨
明
け
の
こ
ろ
や

十
月
こ
ろ
に
も
開
花
し
、
例
外
的
に
は
冬
で
も
花
な
咲
か
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
交
配
し
な
い
で
も
繁
殖
で
き
る
有
利
な

性
質
を
も
っ
。
ま
た
土
壌
条
件
で
は
、

カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
は
、
落
ち
葉
な
ど
が
分
解
さ
れ
た
腐
植
質
を
含
む
土
壌
に
生
え
、

表
土
を
掘
り
返
さ
な
い
安
定
し
た
土
壌
を
好
む
。
そ
れ
に
対
し
て
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
普
通
の
土
壌
の
ほ
か
、
腐
植
質
の
少

な
い
表
土
を
掘
り
起
こ
し
た
ば
か
り
の
新
し
い
土
や
道
路
や
橋
な
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
沿
う
ア
ル
カ
リ
土
壌
で
も
生

育
で
き
る
適
応
の
広
さ
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、

カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
は
環
境
の
急
激
な
変
化
に
は
適
応
が
遅

い
自
然
型
の
版
物
で
あ
り
、

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
都
市
化
に
伴
う
環
境
の
激
変
に
適
応
で
き
る
開
発
型
の
純
物
と
い
え
る
。

都
市
化
の
指
標
と
も
い
え
る
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
、
明
治
初
期
の
北
海
道
開
拓
時
代
に
プ
メ
ワ
カ
か
ら
牧
草
と
と
も
に
北

海
道
に
移
入
し
、
そ
れ
以
来
、
日
本
列
島
を
北
か
ら
南
下
を
始
め
た
典
型
的
な
帰
化
椴
物
で
あ
る
。
約

世
紀
を
経
た
現
在
で

は
、
沖
縄
県
に
ま
で
分
布
を
広
げ
て
い
る
。

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
が
神
戸
に
生
え
て
い
る
の
を
初
め
て
確
認
し
た
記
録
は
な
い
が
神
戸
へ
の
進
出
期
は
昭
和
十
年
代
の
前

半
で
は
な
か
ろ
う
か
ο

東
京
で
は
昭
和
五
年
、
大
阪
で
は
昭
和
十
二
年
に
初
出
の
記
録
が
あ
る
。
た
と
え
ば
第
ニ
次
世
界
大
戦

後
建
て
ら
れ
た
神
戸
大
学
の
文
学
部
、
農
学
部
、
教
養
部
を
は
じ
め
、
大
学
周
辺
は
す
べ
て
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
で
占
め
ら
れ

て
い
る
の
に
、
法
、
経
済
、
経
営
学
部
の
悶
キ
ャ
ン
パ
ス
の
庭
に
は
カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
が
孤
立
し
た
状
態
の
群
落
を
な
し
て

い
る
。

法
経
一
一
一
学
部
の
校
舎
は
昭
和
五
年
と
七
年
、
図
書
館
は
八
年
、
経
済
経
営
研
究
所
（
兼
松
記
念
館
）
は
九
年
に
建
て
ら
れ

た
。
こ
こ
に
生
え
て
い
る
カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
は
校
舎
建
築
後
数
年
内
に
定
悲
し
、
そ
れ
以
後
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
に
そ
の
場
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を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
か
ら
、
先
の
進
出
期
は
矛
盾
の
な
い
年
代
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
約
瓦

0
年
間

に
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
神
戸
市
域
の
半
ば
を
制
し
た
こ
と
に
な
る
。

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
例
の
よ
う
に
帰
化
植
物
は
自
然
分
布
で
は
な
く
、
人
間
の
活
動
を
通
し
て
広
が
っ
た
線
物
で
あ
る
。

帰
化
植
物
は
神
戸
港
の
よ
う
な
国
際
貿
易
港
か
ら
積
み
荷
に
紛
れ
こ
ん
で
入
つ
で
き
た
り
、
鉄
道
や
道
路
に
沿
っ
て
分
布
の
範

聞
を
広
め
た
り
す
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
帰
化
傾
物
伝
播
の
コ

l
ス
は
文
明
の
伝
わ
っ
た
経
路
で
あ
り
、
都
市
化
の
パ
ロ
メ
l

タ
！
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
戸
市
に
お
け
る
帰
化
縞
物
の
侵
入
、
分
布
に
つ
い
て
は
第
一

に
述
べ
る
。

2 

港
湾
機
能
の
拡
大
と
海
岸
生
物

都市援の拡大と自然の変化

シ
ル
ピ
ア
号
に
よ

る
神
戸
港
の
調
査

神
戸
市
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
悶
の
近
代
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
神
戸
港
は
、
闘
際

的
な
港
湾
と
し
て
機
能
し
始
め
た
明
治
初
期
は
、
ど
ん
な
港
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

」
こ
に
紹
介
す
る
神
戸
港
の
海
閣
は
、

明
治
五
年
（

八
七
二
）
、

イ
ギ
ジ
ス
の
測
量
輸
シ
ル
ピ
ア
号
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
鴎
に
よ
っ
て
、
神
戸
港
の
も
つ

rH然
条
件
の
優
位
さ
が
、
初
め
て
科
学
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
え

る。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
相
次
い
で
行
わ
れ
た
主
要
港
開
港
を
受
け
、
欧
米
の
離
船
に
よ
る
わ
が
国
各
地
の
沿
岸
測
量
が

第二節

な
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
は
略
榔
図
の
域
を
出
な
か
っ
た
。
慶
応

ア
メ

神
戸
開
港
と
と
も
に
イ
ギ
ワ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、

ジ
カ
な
ど
の
棚
量
船
が
、
航
海
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
る
瀬
戸
内
の
測
量
作
業
を
集
中
的
に
開
始
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
、
測
量
鑑

自然・考古！箆史縦i23 



察
し
て
み
た
い
。

シ
ル
ピ
ア
号
（
七
五
0
トン、

一五
O
馬
力
の
木
造
砲
艦
）
も
そ
の

つ
で
あ
る

イギリスの測量般、ンノレピア号 c• 日本水路史」〉

が
、
間
口
万
は
明
治
一
万
年
か
ら
同
十
四
年
ま
で
各
地
の
沿
岸
お
よ
び
海
底
地

形
の
測
設
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
神
戸
及
び
兵
庫
錨
地
」
は
明
治
五
年

に
発
行
さ
れ
た
シ
ル
ビ
ア
号
の
作
成
に
よ
る
本
格
的
な
神
戸
港
の
晦
図
で

あ
る
（
写
真
6
）0

港
湾
機
能
上
、

ひ
ろ

も
っ
と
も
重
要
な
水
深
は
尋
こ
尋
は
約
一
・
八
一
一
一
メ
！

ト
ル
）
で
表
わ
さ
れ
、
錨
の
安
定
性
に
か
か
わ
る
底
質
に
つ
い
て
は
、
採

そ
の
結
果
を
泥
、

泥
調
査
を
行
い
、

砂
、
礁
な
ど
の
記
号
で
記
載
し
て

い
る
。
こ
の
海
図
中
の
海
岸
線
に
ほ
ぼ
平
行
し
て
走
る
破
線
は
水
深
五
尋

（約九

五
メ
ー
ト
ル
）
の
等
深
線
で
あ
る
。

写玄 5

こ
こ
で
は
、
こ
の
海
図
に
も
と
さ
つ
い
て
神
戸
開
港
当
時
の
神
戸
、
兵
庫

港
の
海
底
地
形
と
底
質
を
読
み
と
り
、
古
く
か
ら
天
然
の
良
港
と
評
価
を

受
け
、
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
の
港
の
地
形
的
特
徴
と
そ
の
生
い
立
ち
を
考

大
阪
湾
北
岸
の
阪
神
地
方
か
ら
明
石
に
い
た
る
海
岸
線
は
、

ほ
ほ
直
線
に
近
い
単
調
な
砂
浜
海
岸
を
形
成
し
て
い
る
が
、
神

戸
付
近
だ
け
は
、
一
一
一
つ
の
突
出
部
と
そ
れ
に
挟
ま
れ
る
一
一
つ
の
湾
入
部
が
認
め
ら
れ
る
。
三
つ
の
突
出
部
は
東
か
ら
西
へ
、
旧

さ

し

生
田
川
の
一
一
一
角
州
、
出
淡
川
の
一
一
一
角
州
お
よ
び
和
田
岬
の
砂
鳴
が
そ
れ
ぞ
れ
海
側
に
張
り
出
し
て
形
成
さ
れ
た
地
形
で
あ
る
。

24 都市化の進展と神戸の自然第一主主



出
生
閃
川
の
三
角
州
も
、
旧
淡
川
の
三
角
州
も
と
も
に
後
背
地
の
六
甲
山
地
か
ら
、
増
水
時
に
運
ば
れ
て
き
た
花
こ
う
岩
の

風
化
併
献
物
（
砂
や
泥
）
で
で
き
て
い
る
。
流
入
す
る
川
の
大
き
さ
に
詑
べ
て
不
一
似
合
な
ぐ
ら
い
の
大
き
い
規
模
の
三
角
州
地
形

の
発
達
が
み
ら
れ
る
の
は
、
前
節
で
述
べ
た
六
甲
山
地
の
荒
廃
と
無
関
係
で
な
く
風
化
砕
屑
物
の
供
給
が
践
ん
で
あ
る
た
め
で

あ
る
。
わ
が
閣
で
、
こ
れ
に
似
た
地
形
は
、
琵
意
湖
西
岸
の
比
良
山
麓
に
発
達
す
る
扇
状
地
性
三
角
州
が
あ
り
、
北
小
松
、
今

津
な
ど
の
湖
岸
地
形
が
、
こ
れ
に
あ
た
る
。
と
も
に
花
こ
う
器
山
地
の
風
化
荒
廃
、
地
殻
変
動
に
よ
る
隆
起
部
と
沈
降
部
の
接

近
な
ど
の
立
地
条
件
は
共
通
す
る
。

和
田
畑
町
の
砂
糖
は
、
明
石
海
峡
か
ら
東
へ
流
れ
る
沿
岸
流
が
、
妙
法
寺
川
か
ら
流
入
す
る
風
化
砕
屑
物
や
須
磨
、
舞
子
海
岸

の
波
食
砕
屑
物
を
和
田
岬
付
近
に
ま
で
運
搬
、
堆
積
さ
せ
て
で
き
た
地
形
で
あ
る
。
こ
の
沿
岸
流
に
よ
る
砂
の
堆
穣
は
、
シ
ル

カ
る
も

ど
ア
号
の
調
査
後
一
一

O
年
経
た
明
治
ニ
十
八
年
の
神
戸
港
の
海
図
に
は
一
層
明
瞭
に
読
み
と
れ
る
。
妙
法
寺
川
口
、
苅
藻
島
を

経
て
和
田
岬
へ
向
け
海
岸
か
ら
沖
合
へ
ほ
ぽ
閉

0
0
メ
ー
ト
ル
の
砂
帯
が
広
が
り
、
和
出
岬
で
急
に
先
滅
す
る
が
、
こ
の
砂
の

都市域の拡大と自然の変化

堆
積
が
和
田
紳
の
砂
鳴
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

神
戸
港
は
悶
生
田
川
と
悶
湊
川
の
三
角
州
の
聞
に
で
き
た
湾
入
部
で
あ
り
、
兵
庫
港
は
侶
渋
川
一
一
一
角
川
と
和
田
仰
の
砂
鳴
と

の
間
に
生
じ
た
湾
入
部
で
あ
る
。

シ
ル
ピ
ア
号
の
測
深
と
底
質
調
査
に
よ
れ
ば
、
南
港
と
も
海
浮
か
ら
急
速
に
水
深
が
増
す
こ

と
と
、
海
底
の
表
患
が
粘
土
質
の
堆
積
物
で
あ
る
点
が
在
尽
さ
れ
る
。

シ
ル
ピ
ア
号
の
測
深
留
に
も
と
づ
い
て
、

一
メ
ー
ト
ル

間
隔
の
等
深
線
閣
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、
さ
き
の
九
メ
ー
ト
ル
か
ら

メ
i
ト
ル
の
線
の
開
が
、
他
の
等
深
線
に
比
べ
、
接

第二節

近
（
傾
斜
）
し
て
お
り
、
か
つ
直
線
状
に
延
び
る
こ
と
が
投
目
さ
れ
る
（
図
5
）
。
こ
の
北
北
東

l
南
南
西
方
向
の
小
規
模
な
急
斜

部
の
存
在
は
、
こ
の
地
下
を
通
る
和
田
紳
断
層
繰
の
延
長
方
向
で
あ
り
、
位
置
的
に
も
そ
の
直
上
部
に
あ
た
る
。
和
田
岬
断
層

自然・古号：ti日差史編125 



は
、
大
阪
湾
岸
道
路
調
査
の
さ
い
、
海
底
の
音
波
探

査
と
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
断
層

1872年の海図「;trj1戸及び兵庫負w地」（海上保安庁水路音B蔵）

で
、
和
田
岬
直
下
で
は
、
約
一
ニ
万
年
前
に
形
成
さ

れ
た
伊
丹
粘
土
層
が
約
一
ニ

0
メ
ー
ト
ル
変
位
す
る
東

南
落
ち
の
断
層
で
、
そ
の
陸
上
部
へ
の
延
長
と
み
ら

れ
る
断
層
、
が
生
悶
川
三
角
州
下
に
お
い
て
、
同
じ
く

東
南
落
ち
の
断
層
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
沖

合
へ
の
延
長
は
、
音
波
探
査
法
に
よ
る
調
査
で
、
地

層
の
変
位
都
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
新
神
戸
駅
で
発

見
さ
れ
た
諏
訪
山
断
層
も
和
田
岬
断
層
に
並
行
す
る

方
向
の
東
南
落
ち
の
断
層
で
あ
る
。

」
の
よ
う
に
み
る
と
、
神
戸
港
の
水
深
の
大
き
い

理
由
は
、

詳
述
す
る
が
六
甲
山
地
の
上
昇

写真 6

と
大
販
湾
の
沈
降
と
い
う
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
生
じ

た
沈
降
域
の
一
つ
で
あ
る
と
の
推
測
が
成
り
立
つ
。

神
戸
港
が
天
然
の
良
港
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
自
然

条
件
の
う
ち
、
荷
風
お
よ
び
西
風
な
避
け
る
和
田
紳

26 都市化の進淡と和！？戸の自然第一主主
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第二節

は
一
沿
岸
流
に
よ
る
犠
積
地
形
に
よ
る
も
の
で
あ

自然・考古

り
、
水
深
の
大
き
さ
は
、
地
質
学
的
な
長
期
に

わ
た
る
沈
降
運
動
が
そ
の
背
景
に
あ
り
、
錨
の

際史編l

安
定
に
か
か
わ
る
効
率
の
良
さ
は
川
か
ら
運
搬

さ
れ
た
堆
積
物
の
う
ち
砂
や
小
際
な
ど
の
粗
粒

神戸滋の等深線と底質図

物
質
は
一
一
一
角
州
上
に
堆
較
し
、
よ
り
敏
細
な
粘

土
質
の
も
の
が
生
的
川
・
淡
川
三
角
州
問
の
持

入
部
の
海
底
に
堆
積
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

開
港
当
時
の
神
戸
の
海
岸

自
然
海
岸
か
ら

海
上
人
工
島
へ

は
、
新
生
凹
川
口
か
ら
和

田
岬
の
間
に
設
け
ら
れ
た
滋
の
施
設
を
の
ぞ
い

区I5 

て
、
東
灘
区
の
深
江
か
ら
垂
水
区
の
舞
子
ま
で
、

向
い
砂
浜
が
延
々
と
続
く
自
然
海
岸
で
あ
っ
た
。

等
高
線
を
用
い
て
神
戸
の
地
形
を
表
わ
し
た
設

初
の
地
形
図
で
あ
る
銃
製
一
一
万
分
の
一
一
地
形
国

（
明
治
十
人
・
十
九
年
測
設
）
に
よ
れ
ば
、
神
戸
の

擬
岸
線
の
総
延
長
三
五
キ
ロ
メ

i
ト
ル
の
う
ち
、
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自
然
海
岸
は
七
七

μ
に
達
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
白
砂
青
松
の
海
岸
美
を
う
た
わ
れ
た
原
風
景
に
近
い
海
岸
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
約
一

O
O年
の
間
に
、
海
上
人
工
島
の
ポ
l
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
完
成
、
そ
れ
に
続
く
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
造
成
へ
と
、

発
肢
を
と
げ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
変
遷
を
海
岸
地
形
の
出
か
ら
み
る
と
、
次
の

一
つ
の
時
期
に
大
き
く
区
分
さ
れ
る
。

開
港
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
昭
和
一
一
一
十
年
代
ま
で
が
一
期
に
あ
た
り
、
こ
の
間
は
桟
橋
、
紡
波
堤
、
埠
頭
の
建
設
な
ど

国
捺
港
湾
と
し
て
の
機
能
整
備
期
で
あ
っ
た
。
流
れ
る
よ
う
な
扇
形
の
大
防
波
堤
の
中
に
、
第
八
突
堤
ま
で
を
幾
何
学
的
に
配

置
し
た
神
戸
港
の
景
観
が
、
そ
の
完
成
像
と
い
え
る
。
昭
和
三
十
年
代
に
始
ま
っ
た
西
部
第
一

J
一
一
一
工
区
と
、
東
部
第
一

J
四

工
区
の
埋
め
立
て
に
よ
る
臨
海
工
業
地
造
成
と
港
湾
機
能
の
強
化
を
め
ざ
し
た
建
設
が

期
に
あ
た
り
、
現
在
も
継
続
中
で
あ

る
。
こ
の
東
西
一
向
工
区
の
造
成
事
業
は
、
そ
の
造
成
す
る
規
模
は
違
っ
て
も
ボ

i
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
大
規

撲
な
海
上
人
工
島
造
成
事
業
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

昭
和
一
一
一
十
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
埋
め
立
て
工
事
に
よ
っ
て
神
戸
市
は
、

一
五
・
五
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
土
地
を

生
み
出
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
兵
庫
区
に
匹
敵
す
る
広
さ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
港
の
拡
張
は
、
海
に
す
む
生
物
群
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
た
か
。

埋
め
立
て
の
進
行

と
長
類
の
消
長

般
に
港
は
外
海
の
波
浪
を
避
け
た
静
か
な
水
域
で
貨
物
の
積
み
込
み
ゃ
荷
揚
げ
を
効
率
的
に
行
う
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ま
ず
外
海
と
港
内
宏
く
ぎ
る
長
い
防
波
堤
が
つ
く
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
防
波
提
の
中

は
、
海
水
の
循
環
の
思
い
環
境
に
な
り
、
。
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
は
じ
め
、
貝
類
や
魚
類
な
ど
に
独
自
の
生
態
系
で
つ
な
が
る
生
物

群
が
で
き
る
。
第
二
章
で
は
、
こ
う
し
た
点
に
着
目
し
て
港
湾
の
生
物
と
い
う
新
し
い
項
を
設
け
て
神
戸
港
に
す
む
生
物
群
を

紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
か
つ
て
の
神
戸
の
浜
辺
に
生
息
し
て
い
た
貝
類
に
つ
い
て
、
東
灘
区
か
ら
芦
屋
、
西
宮
に
わ
た
る
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阪
神
間
の
調
査
記
録
に
も
と
守
つ
い
て
、
そ
の
消
長
を
追
っ
て
み
る
。

昭
和
七
年
に
は
コ
ベ
ル
ト
フ
ネ
ガ
イ
、
カ
リ
ガ
、
ネ
エ
ガ
イ
な
ど
九
一
一
一
種
の
ニ
枚
兵
や
巻
貝
が
阪
神
間
の
海
岸
に
す
ん
で
い
た

が
、
二
三
年
後
の
昭
和
一
一
一
十
年
の
調
査
で
は
コ
ベ
ル
ト
フ
ネ
ガ
イ
、
ミ
ミ
エ
ガ
イ
な
ど
一
一
二
種
が
姿
を
消
し
、

サ
ル
ボ
ウ
や
タ

イ
ラ
ギ
ガ
イ
な
ど
七

さ
ら
に
昭
和
五
十
年
代
に
は
一
ニ
六
種
に
減
っ
て
い
る
（
菊
池
典
閣
内
調
資
）
。
特

績
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ο

に
一
ニ
十
年
代
か
ら
の
減
少
傾
向
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
海
岸
の
埋
め
立
て
造
成
に
よ
る
砂
浜
や
そ
の
な
か
に
点
在
し
た
磯

的
環
境
の
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
海
水
汚
染
の
進
行
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
外
航
船
の
船
底
に
付
着
し

て
移
入
し
て
き
た
汚
染
に
強
い
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
の
よ
う
な
帰
化
経
も
あ
る
。

3 

水
生
生
物
に
よ
る
水
質
の
評
価

都市域の拡大と自然の変化

花
こ
う
岩
の
山
、
六
閉
山
地
か
ら
流
れ
出
る
神
戸
の
水
は
、
平
く
か
ら
良
質
の
水
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

高
度
経
済
成
長

と
水
質
汚
濁

し
か
し
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
急
激
な
工
業
化
、
都
市
化
の
進
行
に

よ
っ
て
、
神
戸
市
内
各
地
の
河
川
の
水
質
の
悪
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

工
場
排
水
を
は
じ
め
、
生
活
排
水
、
農
業
排
水

な
ど
の
増
加
が
水
質
惑
化
の
主
な
原
因
で
あ
る
。
本
来
清
浄
で
あ
る
べ
き
六
甲
山
上
や
西
北
神
の
丘
綾
地
帯
の
水
質
も
、
六
甲

山
上
の
保
護
施
設
の
増
加
や
大
規
模
団
地
の
進
出
の
影
響
を
受
け
て
汚
潟
が
進
ん
だ
。

第二節

神
戸
市
で
は
昭
和
田
十
七
年
以
降
、

「
神
戸
市
民
の
環
境
を
ま
も
る
条
例
」
の
制
定
を
は
じ
め
、
各
種
の
規
制
、
歌
視
の
強

化
、
下
水
道
の
普
及
な
ど
水
質
の
改
善
に
つ
と
め
て
き
た
。
そ
れ
と
と
も
に
市
内
各
地
で
定
期
的
な
水
質
観
、
却
を
実
施
し
て
い
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る
。
水
質
汚
濁
が
も
っ
と
も
進
ん
だ
昭
和
凹
十
年
前
後
の
観
測
値
は
な
い
も
の
の
、
観
測
開
始
以
来
の
市
内
の
河
川
の
水
質
汚

濁
改
善
の
傾
向
が
こ
れ
ら
の
観
測
結
果
を
と
お
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

神
戸
市
内
の
河
川
を
東
部
都
市
河
川
水
域
、
山
部
都
市
河
川
水
域
、
北
村
河
川
水
域
、
西
村
河
川
水
域
に
区
分
し
て
、
水
質

（B
O
D
H
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
長
）
の
経
年
的
変
化
（
図
問
・
捌
）
を
み
る
と
、
宇
治
川
J
山
間
川
悶
の
西
部
都
市
河
川
水
域
の
汚

濁
が
も
っ
と
も
著
し
い
。
東
E

部
都
市
河
川
水
域
は
全
故
に
良
好
で
環
境
基
準
値
に
適
合
し
て
い
る
。
北
村
河
川
水
域
と
西
神
河

川
水
域
と
は
局
部
的
に
生
活
排
水
に
よ
る
汚
調
域
が
認
め
ら
れ
る
が
、
全
般
的
に
は
良
好
で
あ
る
。

サ
ワ
ガ
ニ
が

示
す
清
流
域

B
O
D
や
C
O
D
（
化
学
的
酸
索
要
求
設
）
な
ど
の
理
化
学
的
な
方
法
に
よ
る
水
質
測
定
の
ほ
か
、
水
の
中
に
す

物
は
、
川
の
汚
れ
に
深
く
か
か
わ
っ
て
生
息
し
て
い
る
。

カ
ニ
や
エ
ピ
、
ァ
ュ
、
カ
ゲ
ロ
ウ
な
ど
の
水
生
生

せ
い
れ
つ

サ
ワ
ガ
ニ
や
ア
ユ
は
清
到
な
渓
流
に
の
み
ず
み
、
フ
ナ
や
ヨ
シ
ノ
ボ

む
生
物
の
種
類
や
数
に
よ
る
水
質
評
価
の
方
法
が
あ
る
。

リ
な
ど
は
多
少
の
汚
渇
域
で
も
す
ん
で
い
る
。
理
化
学
的
測
定
値
と
水
生
生
物
の
評
価
と
を
対
応
さ
せ
た
う
え
で
設
け
ら
れ
た

水
質
基
準
区
分
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
で
き
れ
い
な
水
域
を
一
市
す
指
標
語
サ
ワ
ガ
ニ
に
よ
る
神
戸
市
内
の
水
質
の

状
態
を
み
て
み
る
。

サ
ワ
ガ
ニ
は
、
甲
ら
の
一
綿
…
了
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
小
型
の
カ
ニ
で
、
中
ら
の
色
は
淡
灰
背
色
、
茶
褐
色
、

色
な
ど
地
方
に
よ
っ
て
異
な
る
。
神
戸
で
は
茶
褐
色
の
も
の
が
多
い
。
汚
れ
の
な
い
水
質
を
好
み
、
山
間
部
の
渓
流
に
多
く
す

む
が
、
六
甲
山
地
の
渓
流
の
ほ
か
、
北
区
や
西
区
の
水
回
地
携
を
流
れ
る
小
川
に
も
す
む
。
多
く
の
カ
ニ
は
、
産
卵
の
と
き
は

川
か
ら
海
に
下
る
が
、

サ
ワ
ガ
ニ
は
わ
が
国
で
は
唯
一
、

一
生
を
河
川
で
す
ご
す
特
異
な
カ
ニ
で
あ
る
。

神
戸
市
域
に
お
け
る
サ
ワ
ガ
ニ
の
分
布
を
、
理
化
学
的
水
質
観
測
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
、
両
者
は
よ
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第二節

く
一
致
す
る
。
東
部
都
市
河
川
水
域
で
は
山

麓
線
か
ら
市
街
地
に
入
っ
た
河
川
域
に
は
す

ん
で
い
な
い
。
山
麓
よ
り
山
地
内
の
河
川
で

f巧レ t土
地
のほ
河と
川ん
にど
すの
ま J11 
なに
し、す
のん
はで
、 L、
水る
質が
の、

問「fJ

サワカ、ニの分；｛μ (1986年）

題
で
は
な
く
、
岡
山
岸
と
川
底
を
コ
ン
ク
リ
l

ト
で
閤
む
三
而
護
岸
で
あ
る
た
め
だ
ろ
う
。

都
賀
川
の
下
流
な
ど
で
サ
ワ
ガ
ニ
の
放
流
を

し
て
い
る
が
定
着
し
て
い
な
い
の
は
、

水
は

き
れ
い
だ
が
巣
づ
く
り
の
で
き
ぬ
こ
と
に
原

図 6

問
問
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

西
部
都
市
河
川
水

域
で
も
一
一
一
間
護
岸
の
河
川
に
は
サ
ワ
ガ
ニ
は

す
ま
な
い
。

北
神
河
川
水
域
で
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
、

有
馬
川
、
有
野
川
、

八
多
川
、
長
尾
川
な
ど

の
上
流
や
校
沢
に
は
生
息
す
る
が
、
中
流
以

下
に
は
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
間
じ
こ
と
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は
志
染
川
（
旧
名
山
国
川
）
に
も
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
河
川
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
肉
眼
で
は
サ
ワ
ガ
ニ
が
生
息
で
き
な
い

ほ
ど
濁
っ
て
は
い
な
い
の
に
、
特
に
本
流
に
は
生
息
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
活
排
水
の
影
響
か
も
知
れ
な
い
。

は
せ

西
神
河
川
水
域
で
も
伊
川
、
楠
谷
川
、
明
石
川
な
ど
の
下
流
域
で
は
サ
ワ
ガ
ニ
は
姿
を
消
し
て
い
る
。

後
述
の
神
戸
市
の
河
川
の
水
質
図
（
関
川
）
と
こ
の
サ
ワ
ガ
ニ
の
分
布
陣
（
図
6
）
と
を
比
較
す
る
と
、
飲
料
水
に
適
さ
な
い

よ
う
な
問
問
に
示
す
二
時
／
4
以
上
の
所
に
は
、
生
息
し
て
い
な
い
。

か
つ
て
汚
濁
し
て
い
た
川
が
下
水
道
の
敷
設
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ
、
そ
こ
ヘ
サ
ワ
ガ
ニ
が
一
灰
っ
て
き
た
例
も
あ
る
。
鈴
蘭
台

か
ら
南
へ
流
れ
る
烏
原
川
は
、
神
戸
電
鉄
の
車
窓
か
ら
も
洗
剤
な
ど
に
よ
る
生
活
排
水
の
汚
れ
で
白
潟
し
、
泡
立
ち
の
目
立
つ
川

で
あ
っ
た
が
、
鈴
閥
台
地
区
の
下
水
道
の
普
及
に
よ
っ
て
急
速
に
浄
化
さ
れ
、
昭
和
六
十
一
年
の
調
査
で
本
流
に
サ
ワ
ガ
ニ
が

生
息
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
下
水
道
普
及
に
よ
る
水
環
境
の
好
転
が
、
水
生
生
物
の
分
布
に
反
映
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

4 

着
生
植
物
と
都
市
気
候

軸一担金植物

の
分
布

都
市
化
の
進
行
に
つ
れ
て
都
市
特
有
の
気
象
が
つ
く
ら
れ
て
く
る
。

工
場
の
熱
機
関

た
と
え
ば
暖
房
や
冷
房
、

な
ど
に
使
わ
れ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
原
闘
で
、
そ
の
周
辺
の
大
気
が
暖
め
ら
れ
る
都
市
温
暖
化
（
ヒ
！
ト
ア
イ
ラ

市
街
地
の
気
温
は
確
実
に
上
昇
し
て
き
た
。
さ
ら
に
工
業
化
に
伴
っ
て
工

い
お
う

場
や
自
動
車
な
ど
が
排
出
す
る
ガ
ス
に
よ
っ
て
、
大
気
中
に
硫
黄
際
化
物
や
窓
素
化
合
物
な
ど
が
増
加
す
る
大
気
汚
染
の
問
題

γ
ド
）
現
象
が
起
こ
り
、

わ
ず
か
ず
つ
で
あ
る
が
、
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が
あ
る
。

ち
ぞ
く
せ
い

神
戸
市
で
は
昭
和
四
十
七
年
か
ら
大
気
汚
染
か
ら
住
環
境
を
守
る
た
め
、
疎
化
学
的
な
測
定
の
ほ
か
、
次
に
述
べ
る
着
生
植

物
の
分
布
と
環
境
と
の
関
連
を
み
る
生
物
に
よ
る
ト
i
タ
ル
な
環
境
判
定
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
着
生
般
物
と
い
う
の
は
、

一
般
に
コ
ケ
と
い
わ
れ
木
の
縄
皮
や
石
碑
の
表
面
な
ど
に
付
若
し
て
い
る
コ
ケ
獄
、
地
衣
類
を
さ
し
て
い
る
。

コ
ケ
類
は
校
や

茎
な
ど
を
も
た
な
い
葉
状
体
の
植
物
で
、
地
衣
類
は
葉
緑
素
を
も
っ
藻
類
と
菌
如
、
と
が
共
生
し
て
い
る
縞
物
で
あ
る
。
地
衣
類

都市域の拡大と混然の変化

羽交地点

キウメノキゴケ地帯
セイナンナガハシゴケ
コフキヂリナリア地帯

主寄生砂淡

第二節

殺生純物の分；｛f!

ウメノキゴケ地帯

限！？
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も
コ
ケ
類
も
と
も
に
生
活
に
必
要
な
水
分
を
、
土
淡
か
ら
と
ら
な
い
で
、
降
っ
て
く
る
雨
水
か
ら
直
接
と
り
入
れ
て
い
る
。
化
七

気
中
に
た
だ
よ
っ
て
い
る
硫
黄
般
化
物
な
ど
が
雨
水
に
溶
け
こ
ん
で
い
る
場
合
、
そ
の
影
響
を
直
接
受
け
る
。
そ
の
た
め
、
汚

染
の
進
ん
だ
地
域
で
は
枯
死
し
た
り
、
弱
体
化
し
て
し
ま
う
。
人
工
探
境
に
非
常
に
鋭
敏
に
反
応
す
る
般
物
株
で
あ
り
、
中
く

か
ら
都
市
化
の
過
程
を
示
す
指
標
生
物
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

神
戸
市
が
昭
和
四
十
七
j
五
十

に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
殺
生
槌
物
の
分
布
状
態
を
ま
と
め
る
と
、
関
？
の
よ
う
に
市

内
を
四
つ
の
分
布
域
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

A 

着
生
砂
漠
地
帯

文
字
通
り
着
生
組
物
が
全
一
く
分
布
し
な
い
地
帯
で
、
こ
の
航
物
に
と
っ
て
は
砂
漠
の
よ
う
な
環
底
条

件
の
所
で
あ
る
。
臨
海
工
業
地
裕
と
都
心
部
と
を
ベ
ル
ト
状
に
つ
な
い
だ
地
山
町
で
、
も
っ
と
も
大
気
汚
染
の
進
ん
だ
地
域
で
あ

る
B 

セ
イ
ナ

γ
ナ
ガ
ハ
シ
ゴ
ケ

i
コ
フ
キ
、
ヂ
リ
ナ
リ
ノ
プ
地
帯

レ
プ
一
ブ
ゴ
ケ
、

セ
イ
ナ
ン
ナ
ガ
ハ
シ
ゴ
ヶ
、

コ
ゴ
メ
ゴ
ケ
、

コ
フ
キ
ヂ
リ
ナ
リ
ア
な
ど
の
着
生
植
物
が
分
布
す
る
地
情
で
、
着
生
砂
漠
の
外
側
に
広
が
り
、
中
程
度
か
ら
軽
度
の
大
気
汚
染

地
帯
で
あ
る
。
六
叩
山
地
の
山
麓
線
以
南
の
い
わ
ゆ
る
市
街
地
の
大
部
分
が
こ
の
地
帯
に
入
る
。
六
甲
山
地
を
越
え
た
北
区
に

は
み
ら
れ
な
い
。

c 

ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ケ
地
帯
一

ホ
ソ
オ
カ
ム
ラ
ゴ
ケ
な
ど
の
地
衣
類
を
主
と
す
る
群
落
の
分
布
す
る
地
帯
で
、

ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ヶ
、

ほ
と
ん
ど
汚
染
の
進
ん
で
い
な
い
所
で
あ
る
。
大
気
の
き
れ
い
な
キ
ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ケ
地
帯
の
南
側
の
ふ
ハ
叩
山
地
部
か
ら
閉
阪
へ

か
け
て
都
市
化
が
及
ぼ
う
と
す
る
地
域
に
み
ら
れ
る
。

D 

キ
ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ケ
地
格
別

ト
ゲ
ハ
ク
テ
ン
ゴ
ケ
な
ど
が
俊
占
的
に
分
布
す
る
地
帯
で
大
気
汚
染
の

キ
ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ヶ
、
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影
響
の
な
い
農
村
地
慌
で
あ
る
。

二
酸
化
硫
黄
の
減
少

と
着
生
緩
物
の
回
復

大
気
汚
染
に
関
連
す
る
餓
測
で
は
、
神
戸
市
は
降
下
ば
い
じ
ん
の
測
定
を
昭
和
三

か
ら
始
め
、

二
激
化
硫
黄
、
窒
素
酸
化
物
な
ど
に
つ
い
て
は
昭
和
間
十
三
年
よ
り
常
時
観
測
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

着
生
植
物
の
分
布
に
も
っ
と
も
影
響
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
大
気
中
の
二
憾
化
硫
黄
濃
度
は
昭
和
田
十
七
年
度
に
お
け
る

0
・

O
一ニ

O
p
p
m
か
ら
年
ご
と
に
縦
突
に
減
少
に
向
か
い
、
昭
和
六
十
一

の
平
均
値
で
は

0
・
0
0六
p
p
m
で
あ
る
。
こ

の

一
酸
化
硫
黄
の
減
少
は
、
市
内
の
若
生
植
物
に
ど
の
よ
う
な
影
響
な
あ
た
え
て
い
る
か
。

酸
化
硫
黄
濃
度
の
増
加

一
般
に

に
よ
る
着
生
植
物
の
減
少
・
消
滅
の
傾
向
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
濃
い
没
の
改
諮
問
に
よ
る
剖
復
は
さ
ほ
ど
明
瞭
に
は
表
わ
れ
な
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。
神
戸
市
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

昭
和
六
十
二
年
秋
、
神
戸
市
は
市
内
二
一
二
地
点
の
殺
生
櫛
物
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
調
貨
は
昭
和
四
十
七
J
五
十
一
一

都千tfj或の拡大と自然の変化

の
調
査
地
九
九
カ
所
に
新
し
く
一
一
一
一
一
カ
所
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
一
一
一
年
の
調
査
か
ら

。
年
ぶ
り
の
調
査
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
起
こ
っ
た
環
境
の
変
化
で
は
次
の
点
が
注
目
さ
れ

。
る

一
つ
は
か
つ
て
の
若
生
砂
漠
地
帯
で
セ
イ
ナ
ン
ナ
ガ
ハ
シ
ゴ
ケ
な
ど
着
生
の
間
複
が
認
め
ら
れ
、
都
心
地
域
に
お
け
る
大

気
汚
染
の
改
善
傾
向
が
若
生
植
物
か
ら
も
証
明
さ
れ
た
。
一
一
つ
は
ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ケ
地
帯
が
鈴
蘭
台
、
大
池
方
耐
の
北
区
南
部
や
、

西
区
西
部
で
拡
大
し
、
最
も
清
浄
な
地
域
に
分
布
す
る
キ
ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ケ
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（関
7
）
。

こ
れ
は
自
動
車
の
交
通
量
の
地
加
に
よ
る
排
気
ガ
ス
の
影
響
で
あ
ろ
う
と
般
測
さ
れ
る
。
神
戸
市
全
域
で
は
、
都
心

第二節

の
大
気
汚
染
は
改
諮
問
の
傾
向
に
あ
り
、
恰
一
市
生
砂
漠
地
帯
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
断
的
市
化
の
影
響
を
受
け
る
地
域
は
広
が
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
結
果
は
理
化
学
的
調
査
の
結
果
と
も
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
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神
戸
市
の
都
市
化
の
進
展
に
つ
れ
て
変
化
を
続
け
て
き
た
自
然
の
様
子
を
、
山
地
の
緑
、
帰
化
植
物
の
伝
捕
、
海
岸
只
類
似

の
消
長
な
ど
を
例
に
み
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
山
、
平
地
、
海
、
川
に
起
き
た
現
象
で
あ
り
、
そ
の
時
間
経
過
は
一

O
O年
か
ら

五
O
年
開
に
わ
た
る
比
較
的
長
期
の
記
録
に
も
と
づ
く
現
象
で
あ
っ
た
。
こ
の

の
段
終
節
で
は
都
市
気
候
を
と
り
上
げ
、
最

近
一

O
数
年
に
わ
た
る
大
気
中
の
一
一
般
化
硫
黄
の
濃
度
変
化
と
着
生
櫛
物
の
分
布
か
ら
都
市
自
然
の
回
復
の
傾
向
に
つ
い
て
述

ベ
た
。
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